


吉平酒店よもやま話 
 明けましておめでとうございます。2023 年は格別の御愛顧を賜り誠にありがとうございました。

お陰様でなんとか 1 年を過ごすことが出来ました。旧年中は忙しさにかまけて、この吉平酒店だよ

りを書く事が出来なかったのですが、新年明けたら明けたで北陸の地震があり波乱のスタートとな

ってしまいました。とは言え、粛々と日々の仕事をするしかない当店としては、新年の始まりとい

う事もあり抱負を語っていきたいと思います。 
 
・2023 年を振り返って 
 サラッと 2023 年の振り返りをしてみますと、為替変動や物価高騰など逆

境の中過ごした 1 年でしたが仕事としてイレギュラーなものは少なく、金

額の大小はあるもののいつものお客様に御愛顧いただきワインを御購入い

ただきました。また、馳走よしひらでは 4 月から店舗営業を再開させてか

ら、お弁当やオードブルのご注文に加え店内飲食も尻上がりに御予約いただ

けるようになり忙しくさせていただきました。ひとえに皆様のおかげです。

誠にありがとうございました。 
 
・2024 年の抱負 
 新年の抱負といえばポジティブな話かと思いますが、吉平酒店の取り扱いの大部分を占めるフラ

ンス・ブルゴーニュワインに関して大きな分岐点に立っています。その要因が価格の高騰です。元々

ブルゴーニュワインは高価格帯のジャンルであったのですが、近年これに拍車がかかりってきまし

た。2023 年はかなり頑張ってブルゴーニュワインを買い続けてきたものの、一部の愛飲家にとっ

ては飲み続けたいワインでも、大多数にとっては今や高過ぎるワインとなってしまっています。 
 ただこれは物販視点の話で、吉平酒店には馳走よしひらというもう一つのエンジンが搭載されて

います！馳走よしひらは限られた席数や立地条件というメリットとデメリットがありますが、基本

的に新規顧客の少ない日本料理店として自然と紹介制のような形で営業しています。これが意味す

るところは、リピーターの方が大切な方との食事、もしくは食事とワインを

満喫したい時に御来店いただき、尚且つ懐刀的に取っておきたいので大々的

に紹介しないという特殊な形で御利用いただいているという事です。また実

際に営業をしている本人としては、開店当初と現在では料理のバリエーショ

ンも増え、パフォーマンスも上がっていると感じています。また、まだまだ

改善点など余地があり発展途上ですので、これからもっと楽しくなるという

期待感があります。そういう意味ではお客様主催のワイン会を含めリピート

する楽しみがあるお店かと思いますし、今年 1 年でどこまでクオリティーを

引き上げられるか分かりませんが、引き続き頑張っていきたいと思います。 
 
・最後に… 
 2023 年は朝日村のこども食堂として企画されたカレー大作戦の参加や輸

入会社企画の売上の一部が寄付されるワインの販売など、事業を始めてから

やっと少しずつ社会貢献が出来るようになってきました。まだまだどうなる

か分からない小さなお店ですが 2024 年も自分達の出来る限りを精一杯やっ

ていこうと思いますので、変わらぬご愛顧を何卒宜しくお願い申し上げます。 


